
2021年3月1日

阪神高速道路株式会社

質問提出日：2021年２月19日

質問回答日：2021年３月１日

質　　　　　　　問 回　　　　　　　　答

番号１ 番号１

PPE-6～PPE-7【西行き・東行き】鋼橋架設工につ
いて、西行き、東行きそれぞれ積算上見込まれてい
る送出し長をご教示願います。

設計図97/106、101/106

本工事の標準案として、PPE-６～PPE-７【西行き・
東行き】鋼橋架設工の送出し長については、【上部
工架設計画図（西行き）（その２）（参考図））_図番号
９７】、【上部工架設計画図（東行き）（その２）（参考
図））_図番号１０１】のうち側面図（上段）において、
送出し開始前時点を示しており、この時点からの支
間長、手延機及び連結構等の長さを考慮したものと
考えています。

番号２ 番号２

PPE-6～PPE-7【西行き・東行き】鋼橋架設工につ
いて、送出し架設の作業時間がAM1:00～4:30まで
と時間制約が付されております。適切な積算を行い
たいため、積算上考えられておられる送出し作業に
係る日当たり施工量をご教示願います。

特記仕様書8頁

貴社にてご検討ください。

番号３ 番号３

PPE-6～PPE-7【西行き・東行き】鋼橋架設工につ
いて、送出し架設の作業時間がAM1:00～4:30まで
と時間制約が付されておりますが、国土交通省土木
工事積算基準書Ⅰ-8-①-1の『時間的制約を受け
る公共土木工事の積算』に記載されている補正係
数は適用されておられますでしょうか。ご教示願い
ます。

特記仕様書8頁

本工事の標準案としては、PPE-６～PPE-７【西行
き・東行き】鋼橋架設工の送出し作業に係る時間的
制約について、「国土交通省土木工事積算基準書
（令和２年度版）」第Ⅰ編第８章　時間的制約を受け
る公共土木工事の積算に記載されている補正係数
の適用は考えていません。

入札説明書（技術提案書等含む）及び設計図書等に対する質問回答書

工事名　：　六甲アイランド東工区鋼桁及び鋼製橋脚その他工事



質　　　　　　　問 回　　　　　　　　答

番号４ 番号４

PPE-6～PPE-7【西行き・東行き】鋼橋架設工につ
いて、他の施工箇所のTCB架設に使用するｸﾚｰﾝ
能力の記載はございますが、隣接高架橋の橋梁上
で桁組立を行う際のｸﾚｰﾝの能力が図面上明示され
ていません。適切な積算を行いたいため、ｸﾚｰﾝ能
力をご教示願います。

設計図97/106、101/106

本工事の標準案としては、PPE-６～PPE-７【西行
き・東行き】鋼橋架設工について、隣接高架橋の橋
梁上で桁組立を行う際のクレーンの能力は、１６０ｔ
吊トラッククレーンを考えています（※）。

番号５ 番号５

PPE-6～PPE-7【西行き・東行き】鋼橋架設工につ
いて、他の施工箇所のTCB架設に使用するｸﾚｰﾝ
能力の記載はございますが、手延機解体用ｸﾚｰﾝの
能力が図面上明示されていません。適切な積算を
行いたいため、ｸﾚｰﾝ能力をご教示願います。

設計図97/106、101/106

本工事の標準案としては、PPE-６～PPE-７【西行
き・東行き】鋼橋架設工について、手延機解体用ク
レーンの能力は、５０ｔ吊ラフテレーンクレーンを考え
ています（※）。

番号６ 番号６

PPE-4～PPE-5【西行き・東行き】鋼橋架設工につ
いて、ﾍﾞﾝﾄ設備については架設桁を用いた門型構
造で計画されておりますが、適切な積算を行いたい
ため、架設桁の据付解体に使用するｸﾚｰﾝ能力をご
教示願います。また、使用ｸﾚｰﾝの重建設機械分解
組立輸送回数についてもご教示願います。

特記仕様書9頁
設計図99/106、102/106、103/106

本工事の標準案としては、PPE-４～PPE-５【西行
き・東行き】鋼橋架設工について、門型ベント設備
のうち架設桁の据付解体に使用するクレーン能力
は、１２０ｔ吊トラッククレーンを考えています（※）。
なお、使用クレーンの重建設機械分解組立輸送回
数については、特記仕様書別紙－１(概略工程表)
を参考に貴社にてご検討ください。

番号７ 番号７

海P220～PPE-1【東行き】鋼橋架設工について、他
の施工箇所のTCB架設に使用するｸﾚｰﾝ能力の記
載はございますが、桁組立を行う際のｸﾚｰﾝの能力
が図面上明示されていません。適切な積算を行い
たいため、ｸﾚｰﾝ能力をご教示願います。

設計図97/106、101/106

本工事の標準案としては、海P２２０～PPE-１【東行
き】鋼橋架設工について、桁組立を行う際のクレー
ンの能力は、１６０ｔ吊トラッククレーンを考えていま
す（※）。



質　　　　　　　問 回　　　　　　　　答

番号8 番号8

PPE-6～PPE-7【西行き・東行き】鋼橋架設工につ
いて、隣接高架橋の橋梁上に送出しﾔｰﾄﾞﾍﾞﾝﾄがあ
るように見受けられますが、積算では計上されてお
りますでしょうか。計上されておられる場合は参考資
料として配布されています施工計画概要書に数量
の記載がございませんので積算数量をご教示願い
ます。

設計図97/106、101/106

本工事の標準案としては、PPE-６～PPE-７【西行
き・東行き】鋼橋架設工について、隣接高架橋の橋
梁上の送出しヤードベントは、計上していません。
なお、特記仕様書２－１１に示すとおり、送出し作業
床設備については、隣接高架橋工事との工事調整
および詳細設計完了（構造等確定）後、当社基準に
より設計変更で追加することを考えています。

番号9 番号9

(西行き・東行き)支承据付用ｸﾚｰﾝについて、国土
交通省の標準積算基準ではﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ25ｔ吊が
標準となっておりますが、橋脚の高さ及び支承の重
量を考慮すると、条件によっては25ｔ吊では吊上げ
が不可能となります。適切な積算を行いたいため、
積算上考えられておられるｸﾚｰﾝの能力をご教示願
います。

設計書28頁
設計図23/106、50/106

本工事の標準案としては、(西行き・東行き)支承据
付用クレーンの能力は、海Ｐ２２０橋脚上の支承に
ついては、４５ｔ吊ラフテレーンクレーンを考えていま
す（※）。また、ＰＥ－１橋脚上の支承については、６
０ｔ吊ラフテレーンクレーンを考えています（※）。

番号10 番号10

支承工内訳書に現場溶接として982.9ｍ計上されて
おりますが、各橋脚毎の現場溶接延長をご教示願
います。
また、溶接延長982.9ｍですが過少と思われます。
数量算出の根拠も併せてご教示願います。

設計書28頁

本工事の標準案としては、各橋脚毎の現場溶接延
長は別表のとおりと考えています。
また、ご指摘のとおり、溶接延長982.9ｍは過小と
なっており数量に誤記がありましたので、別添のと
おり【内訳書－１９_支承工内訳書】および【数量総
括表　鋼橋架設工　支承工_２２頁】を訂正します。
なお、現場溶接延長については、支承まわりについ
て、すみ肉溶接６mm換算で考えています。

番号11 番号11

特記仕様書5-8に『地組溶接架台については、概算
数量を計上している』と記載がございますが、参考
資料として配布されておられます施工計画概要書
には数量が記載されておりません。適切な積算を行
いたいため、積算上考えておられる地組溶接架台
の設備数量をご教示願います。

特記仕様書9頁
設計所29頁

本工事の標準案としては、別表のとおりと考えてい
ます。なお、別表に示す数量については、参考とし
て示すものであるため、契約上拘束するものではあ
りません。



質　　　　　　　問 回　　　　　　　　答

番号12 番号12

現場溶接費として、溶接用ｹｰｼﾝｸﾞ設備を見込まれ
ておりますが、積算上ｹｰｼﾝｸﾞ設備は何基配置(製
作)を考えられておられますでしょうか。ご教示願い
ます。

設計書29頁

本工事の標準案としては、溶接用ケーシング設備
について、特記仕様書５－１に示す径間ブロックご
とに、２基と考えています。
なお、特記仕様書別紙－１（概略工程表）をふま
え、径間ブロックごとに転用可能なものは、転用する
ことを考えています。
また、上記に示した数量・考え方については、参考
として示すものであるため、契約上拘束するもので
はありません。

番号13 番号13

現場溶接費について、ﾌﾗﾝｼﾞ部ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞ製作費の
算出にあたり適切な積算を行いたいため、ﾌﾗﾝｼﾞ部
の平均板厚をご教示願います。

設計書29頁

本工事の標準案としては、別表のとおりと考えてい
ます。

番号14 番号14

橋脚架設工のﾍﾞﾝﾄについて、適切な積算を行いた
いため、PPE1とPPE5のﾍﾞﾝﾄ設備それぞれの供用日
数をご教示下さい。

設計書32頁

特記仕様書別紙－１（概略工程表）を参考に貴社に
てご検討ください。

番号15 番号15

鋼製橋脚架設について、建起し必要ﾌﾞﾛｯｸには柱
部のﾌﾞﾛｯｸが該当するかと拝察致しますが、柱部の
ﾌﾞﾛｯｸには高さよりも幅の方が長いﾌﾞﾛｯｸがありま
す。この場合も建起し必要ﾌﾞﾛｯｸとして想定されてい
ますでしょうか。建起し用ｸﾚｰﾝ運転日数を算出する
ために建起し必要ﾌﾞﾛｯｸ数についてご教示下さい。

設計書32頁

本工事の標準案としては、別表のとおりと考えてい
ます。



質　　　　　　　問 回　　　　　　　　答

番号16 番号16

鋼製橋脚架設、建起し用ｸﾚｰﾝ規格について令和2
年度土木工事標準積算基準書P.Ⅳ-7-⑱-3に45ｔ
吊ｸﾚｰﾝを使用するとありますが、施工計画概要書
P39～45から地組ﾌﾞﾛｯｸの質量が45ｔを超えているﾌﾞ
ﾛｯｸがございます。建起し用ｸﾚｰﾝの規格について
設計変更の対象と考えてよろしいでしょうか。

設計書32頁
施工計画概要書39～45頁

ご質問のとおりとお考えください。なお、特記仕様書
５－１などに示しているとおり、本工事における詳細
設計（架設計画を含む）完了後、詳細構造・工法等
及び詳細数量などを決定のうえ、当社基準により設
計変更することを考えています。

番号17 番号17

ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ架設について、橋脚架設計画図（その1
～その3）から橋脚の柱部及び梁部の架設に使用す
る重機は550ｔ吊ｵｰﾙﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝと拝察いたします
が、ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ架設も550ｔ吊ｵｰﾙﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝの使
用を想定されていますでしょうか。適切な積算を行
いたいため、ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ架設に使用するｸﾚｰﾝの規
格についてご教示下さい。

設計書32頁
設計図　橋脚架設計画図（その1～その3）

本工事の標準案としては、アンカーフレーム架設に
使用するオールテレーンクレーンについて、ご質問
のとおりとお考えください（※）。

番号18 番号18

現場溶接について、特記仕様書9頁5-8に地組工、
鋼橋架設工の溶接ﾋﾞｰﾄﾞ仕上げの有無について記
載ございますが、特記仕様書10頁第7章鋼製橋脚
工には溶接ﾋﾞｰﾄﾞ仕上げの有無について記載ござ
いません。適切な積算を行いたいため、溶接ﾋﾞｰﾄﾞ
仕上げの有無をご教示下さい。

設計書34頁
特記仕様書9頁、10頁

本工事の標準案としては、鋼製橋脚工について、
溶接部のビード仕上げは、実施しないことを考えて
います。
なお、ビード仕上げについて監督員が指示した場
合は、当社基準により設計変更することを考えてい
ます。

番号19 番号19

現場溶接について、地組溶接架台を含むとの文言
がありますが、令和2年度「橋梁架設工事の積算」
P2-163に記載されています、「大型箱桁・溶接構造
箱桁用地組架台設備」の算定式（式2-5-1）を使用
していると拝察致します。地組溶接架台の質量算定
のために、柱本数、桁下空間、構造幅、設置基数を
ご教示下さい。

設計書34頁

金額を記載しない設計書（１）内訳書－２５　現場継
手工の細別「現場溶接」の摘要欄における《地組溶
接架台》は誤記であるため、別添のとおり【内訳書－
２５　現場継手工　内訳書】を訂正します。



質　　　　　　　問 回　　　　　　　　答

番号20 番号20

合成床版の据付に使用するｸﾚｰﾝについて、桁架
設（TCB架設箇所）に使用するｸﾚｰﾝ能力の記載は
ございますが、合成床版の据付に使用するｸﾚｰﾝ能
力について記載がございません。適切な積算を行
いたいため、ｸﾚｰﾝ能力をご教示願います。また、使
用ｸﾚｰﾝの重建設機械分解組立輸送回数について
もご教示願います。

設計書37頁

本工事の標準案としては、合成床版の据付に使用
するクレーンの能力について、４５ｔ吊ラフテレーンク
レーンを考えています（※）。

番号21 番号21

ｺﾝｸﾘｰﾄについて、膨張ｺﾝｸﾘｰﾄを使用する工種をご
教示下さい。また、その際使用する膨張材の標準使
用量をご教示願います。

設計書32,33,36,37,38頁

本工事の標準案としては、膨張コンクリートを使用す
る工種はないものと考えています。
なお、本工事における詳細設計完了後、詳細構造・
工法等及び詳細数量などを決定のうえ、当社基準
により設計変更することを考えています。

番号22 番号22

PPE-6～PPE-7【西行き・東行き】の足場工（側部足
場）及び防護工(板張防護)について、特記仕様書
2-3に夜間作業と記載されておりますが、同5-3に送
出し作業の作業時間としてAM1:00～4:30とありま
す。足場作業についても送出し作業時間と同様にこ
の時間での作業となるのでしょうか。ご教示願いま
す。

特記仕様書1頁、8頁

ご質問のとおりとお考えください。

番号23 番号23

遮音壁基礎アンカーの材料ついて、本工事で見込
まれているのはｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(D32×580(8本/箇所)の
みで、ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ(ｔ＝22㎜)は含まないものと考えて
よろしいでしょうか。

設計書38頁
設計図62/106

ご質問のとおりとお考えください。



質　　　　　　　問 回　　　　　　　　答

番号24 番号24

危険防止柵基礎アンカーの材料ついて、本工事で
見込まれているのはｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(D29×700(4本/箇
所)のみで、ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ(ｔ＝32)は含まないものと考
えてよろしいでしょうか。

設計書38頁
設計図63/106

ご質問のとおりとお考えください。

番号25 番号25

橋梁足場等設置工について、適切な積算を行いた
いため、内訳書-31に記載の各種足場の損料期間
をご教示願います。

設計書40頁

特記仕様書別紙－１（概略工程表）を参考に貴社に
てご検討ください。

番号26 番号26

登り桟橋の設置期間については、各区間の上部工
架設開始から高欄工完了までの期間と考えてよろし
いでしょうか(例えば、西行き海P220～PPE-4の場
合、設置期間は2024年4月末から2026年12月末ま
で)。

設計書40頁
特記仕様書別紙－1

特記仕様書別紙－１（概略工程表）を参考に貴社に
てご検討ください。

番号27 番号27

交通誘導警備員について、特記仕様書11-1に交通
誘導警備員の配置は本工事単独の施工期間とあり
ますので、配置期間は別紙-1の工程表より2024年7
月初めから高欄工が完了する2026年12月末と考え
てよろしいでしょうか。また、本工事に計上されてい
る全体配置人数についてご教示下さい。

特記仕様書12頁、別紙-1、別紙-2
設計書41頁

特記仕様書別紙－１（概略工程表）を参考に貴社に
てご検討ください。



質　　　　　　　問 回　　　　　　　　答

番号28 番号28

運搬費について、適切な積算を行いたいため、重
建設機械分解組立輸送費の種類及び回数をご教
示願います。
また、重建設機械分解組立（場内回送費）を計上さ
れている場合、種類及び回数もご教示願います。

設計書42頁

本工事の標準案としては、重建設機械分解組立輸
送費の種類について、下記のとおりと考えています
（※）。
なお、回数については、特記仕様書別紙－１(概略
工程表)を参考に貴社にてご検討ください。
　・５５０ｔ吊オールテレーンクレーン
　・１６０ｔ吊トラッククレーン
　・１２０ｔ吊トラッククレーン
　・１００ｔ吊トラッククレーン
また、本工事の標準案としては、重建設機械分解組
立（場内回送費）は計上していません。
なお、場内回送に伴う重建設機械分解組立につい
ては、 契約締結後にその必要性等も含めて監督員
と協議するものとします。

番号29 番号29

施工ﾊﾟｰﾃｨ数補正について、適切な積算を行いた
いため、想定されている工種毎の施工ﾊﾟｰﾃｨｰ数を
ご教示下さい。

設計書23～44頁

特記仕様書別紙－１（概略工程表）を参考に貴社に
てご検討ください。

番号30 番号30

全体概略積算工程表（参考）について、合成床版
工(西行きPPE-6～7PPE-7)及び合成床版工(東行
きPPE-6～PPE-7、海P220～PPE-1)が工程表上に
記載がありますが、この二つの施工期間に含まれる
施工内容には、合成床版架設は含まれず、パネル
据付後のｺﾝｸﾘｰﾄや鉄筋の施工期間が表示されて
いると考えてよろしいでしょうか。

特記仕様書　別紙-1

ご質問のとおりとお考えください。

番号31 番号31

全体概略積算工程表（参考）について、工程表上に
は本工事の工程線と下部工事の工程線が記載され
ていますが、この下部工事の期間にはｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ
の据付期間も含まれると考えてよろしいでしょうか。

特記仕様書　別紙-1

ご質問のとおりとお考えください。
なお、特記仕様書２－４に示すとおり、アンカーフ
レーム架設については、下部工事の施工期間に含
むものと考えています。



質　　　　　　　問 回　　　　　　　　答

番号32 番号32

桁製作工内訳書における鋼板SBHS500は、SM570
材相当となりますが、製作加工費の算出において、
土木工事積算基準書（7-11）1-9製作工数の影響
係数３）５７０材相当による影響係数（K3）は見込ま
れておりますでしょうか。

設計書6,7頁

ご質問のとおりとお考えください。

番号33 番号33

鋼製橋脚製作工内訳書における鋼板SBHS500は、
SM570材相当となりますが、製作加工費の算出にお
いて、土木工事積算基準書（7-11）1-9製作工数の
影響係数３）５７０材相当による影響係数（K3）は見
込まれておりますでしょうか。

設計書15～17頁

ご質問のとおりとお考えください。

※.本工事の標準として示している設計図面のうち架設計画図は、参考図として添付しているもので
す。また、この入札説明書等に対する質問回答書で示す使用クレーン能力についても、架設計画図
（参考図）の一部として示すものであるため、契約上拘束するものではありません。
　なお、これらについて、特記仕様書５－１などに示しているとおり、本工事における詳細設計（架設計
画を含む）完了後、詳細構造・工法等及び詳細数量などを決定のうえ、当社基準により設計変更するこ
とを考えています。
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六甲アイランド東工区鋼桁及び鋼製橋脚その他工事 正誤表 

「受付番号１９」質問１０ 

（正） 
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六甲アイランド東工区鋼桁及び鋼製橋脚その他工事 正誤表 「受付番号１９」質問１０ 

（正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（誤） 
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六甲アイランド東工区鋼桁及び鋼製橋脚その他工事 正誤表 

「受付番号１９」質問１９ 

（正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（誤） 

 



別表 

六甲アイランド東工区鋼桁及び鋼製橋脚その他工事 

「受付番号１９」 

 

番号１０ 

支承工現場溶接 

【西行き】 

橋   脚 
すみ肉溶接 

６mm換算 

海Ｐ２２０ ６１．３   

ＰＥ－１ ８４７．４   

 

【東行き】 

橋   脚 
すみ肉溶接 

６mm換算 

海Ｐ２２０ ２０９．８   

ＰＥ－１ ８４７．４   

 

 

番号１１、１９ 

 地組溶接架台 

【西行き】 

径 間 架 設 工 法 質量(ｔ) 

海Ｐ２２０ ～ ＰＰＥ－４ クレ－ンベント工法 37.7 

ＰＰＥ－４ ～ ＰＰＥ－６ クレーンベント工法 23.2 

ＰＰＥ－６ ～ ＰＰＥ－７ 手延式送出し工法 77.7 

ＰＰＥ－７ ～ ＰＥ－１ クレ－ンベント工法 8.9 

【東行き】 

径 間 架 設 工 法 質量(ｔ) 

海Ｐ２２０ ～ ＰＰＥ－１ ステージング（ベント設備等）による送出し工法 41.4 

ＰＰＥ－１ ～ ＰＰＥ－４ クレ－ンベント工法 28.8 

ＰＰＥ－４ ～ ＰＰＥ－６ クレーンベント工法 16.2 

ＰＰＥ－６ ～ ＰＰＥ－７ 手延式送出し工法 64.8 

ＰＰＥ－７ ～ ＰＥ－１ クレ－ンベント工法 8.9 

 

 

 



番号１３ 

 フランジ部の平均板厚 

【西行き】 

径 間 架 設 工 法 平均板厚(mm) 

海Ｐ２２０ ～ ＰＰＥ－４ クレ－ンベント工法 29.8 

ＰＰＥ－４ ～ ＰＰＥ－６ クレーンベント工法 32.2 

ＰＰＥ－６ ～ ＰＰＥ－７ 手延式送出し工法 42.5 

ＰＰＥ－７ ～ ＰＥ－１ クレ－ンベント工法 33.4 

【東行き】 

径 間 架 設 工 法 平均板厚(mm) 

海Ｐ２２０ ～ ＰＰＥ－１ ステージング（ベント設備等）による送出し工法 23.7 

ＰＰＥ－１ ～ ＰＰＥ－４ クレ－ンベント工法 25.7 

ＰＰＥ－４ ～ ＰＰＥ－６ クレーンベント工法 27.4 

ＰＰＥ－６ ～ ＰＰＥ－７ 手延式送出し工法 34.5 

ＰＰＥ－７ ～ ＰＥ－１ クレ－ンベント工法 28.9 

 

 

番号１５ 

建起し必要ブロック 

橋   脚 ブロック数 

ＰＰＥ－１ 7 

ＰＰＥ－２ 7 

ＰＰＥ－３ 8 

ＰＰＥ－４ 8 

ＰＰＥ－５ 8 

ＰＰＥ－６ 8 

ＰＰＥ－７ 7 

ＰＥ－１橋脚本体（鋼製梁） - 

 


